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は じめ に

花 の 形 ・深 さ ・向 き な どの形 態 と訪 花 す る 昆 虫

の種 類 ・行 動 には深 い関 わ りが あ る(河 野 ・井 上,

1992;田 中,1997).例 え ば 主 にハ ナ ア ブ類 が

訪 花 す る花 に は,① 浅 い 皿 型(蜜 や 花 粉 が 採 りや

す い),② 上 向 き に咲 く(止 ま りや す い),③ 穂

状 の 花 序 で黄 色 か 白色(目 立 つ),④ しべ の 長 さ

は 短 い(腹 に花 粉 を付 けや す い)と い っ た 共通 点

が あ る(田 中,1999).こ の よ う な形 態 は,ハ

ナ ア ブ の 口 吻 が 短 い こ と,黄 色 を好 む習 性 が あ る

こ と な ど と関係 す る と考 え られ て い る.一 一方,マ

ル ハ ナ バ チ が 多 く訪 花 す る植 物 で は,花 冠 が深 か

った り距 と呼 ば れ る構 造 を持 って い た り し,複 雑

な つ く りの もの も少 な くな い.こ れ は花 冠 の 奥 や

距 に蜜 を 隠 す こ とで,マ ルハ ナ バ チ よ り送 粉 効 率

の 劣 る昆 虫 に 蜜 を採 ら れ な い よ う にす る た め と考

え られ て い る.こ の よ うな現 象 は 地 域 や系 統 関 係

を超 え て共通 す る こ とか ら,「 送粉 シ ン ドロ ー ム」

と い う考 え方 が 提 出 され て い る(加 藤,1993;

河 野 ・井 上,1993).

しか し花 と昆 虫 との 結 び つ き は一 定 で は な く,

さ ま ざ ま な 条 件 の 下 で 変 化 し う る.同 一 植 物 の 場

所 に よ る訪 花 昆 虫 相 の 違 い や そ の 要 因 を 明 らか に

す る こ とは,両 者 の 関 係 を掘 り下 げ て考 え る 上 で

重 要 で あ る.ま た,人 間活 動 に伴 う帰 化 生 物 の 分

布 の 拡 大 や,在 来 の 訪 花 昆 虫 の 生 息 環 境 の破 壊 な

ど に よ り,植 物 と訪 花 昆 虫 の 関 係 が 急 激 に 変 化 す

る こ と が 考 え ら れ る(鷲 谷,1998).こ の よ う

な変 化 を 明 らか にす る た め に は,長 期 的 な モ ニ タ

リ ン グが 必 要 で あ る.

著 者 らは,北 海 道 に生 育 す る 植 物 の 訪 花 昆 虫 相

につ い て調 査 を行 な って き て い る(丹 羽,1994;

渡 辺 ほ か,2000).北 海 道 以 外 で は 地 域 の 植 物

相 全 体 の訪 花 昆 虫 相 を大 規 模 に調 べ た研 究 例 もあ

るが(田 中,1998;加 藤,1993),ま だ よ く分

かっていないことも多い.そ のため,さ まざまな

地域や季節に調査することで植物各種の生態的資

料の収集を図ることを目的としている.

本報告では2000年7月 に斜里町ウ トロで行な

った訪花昆虫調査の結果から,花 の形態 と訪花昆

虫タイプとの関係 について論 じる.本 調査は一般

市民が参加する自然観察会において実施 した.調

査 に参加 していただいた町民の方々,調 査や研究

報告への掲載の便宜を図っていただいた知床博物

館の松田功 ・内田暁友 ・宇仁義和の各学芸員には

心から感謝 したい.

調 査 地 と対 象 植 物

調 査 は2000年7月2日 に 斜 里 町 ウ トロ 地 区 の

オ ロ ンコ岩 と呼 ば れ る海 岸 で 実 施 した.オ ロ ン コ

岩 は オ ホ ー ツ ク海 に突 き出 した 大 き な岩 で,知 床

半 島 と は砂 州 で つ なが っ て お り,最 高 標 高 は58m

で あ る.頂 上 付 近 は狭 い な が ら平 坦 な台 地 状 の 地

形 と な っ て い るが,周 辺 は崖 垂 と な っ て い る.オ

ロ ン コ岩 に は77種 の植 物 の 生 育 が 確 認 さ れ て お り

(丹 羽 ほ か未 発 表),台 地 部 は セ リ科 ・キ ク科 な

どか らな る 高 茎 草 本 群 落(カ モ メ 類 の 糞 で土 壌 が

富 栄 養 化 して い る),崖 垂 部 は 低 木 ・小 型 草 本 な

どか ら な る群 落 と な っ て い る.観 察 は,高 茎 草 本

群 落 内 の散 策路 沿 い で チ シ マ ア ザ ミ ・エ ゾ ノ シ シ

ウ ド ・シ ャジ ク ソ ウな どll種 を対 象 に行 な った(表

1).

調査方法 と分析方法

1.訪 花昆虫の観察

今回の調査は知床博物館の自然講座を兼ねてお

り,調 査経験のない参加者によって行なわれた.

調査の前 日,参 加者を対象にスライ ド等を用いて

調査の意義 ・方法 ・結果紹介の講習を実施 した.

観察当 日にはマニュアルを用意し,調 査方法を実
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表1.対 象 植 物 の 形 態 的 特 徴

Table1.Floralmorphologiesofthellplantsusedinthisstudy.

科名 植物 学名 色 形 ※1向 き

キ ンポウゲ

バ ラ

マ メ

マ メ

マ メ

セ リ

セ リ

ア カ ネ

キ ク

キ ク

ユ リ

ア キカ ラマツ

ヤ マ ブキシ ョウマ

クサ フジ

シ ャジクソ ウ

ナ ンテ ンハギ

オオハ ナ ウ ド

エ ゾノシ シウ ド

キバナ ノ カワラマ ツバ

コウゾ リナ

チ シマアザ ミ

エ ゾカ ンゾウ
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黄

白

紫

紫

紫

白

白

黄

黄

紫

黄

下

横

下

下

下

横

下

下

　

　

　

　

　

　

　

　

横

上

横

横

横

上

上

上

上

横

横筒

皿
仕

仕

仕

皿

皿

皿

管

管

深

※1=各 区分 は本文 を参照 の こと、ア キカ ラマツ は花 弁 な し.

演 しつ つ 再 度 説 明 した 後 に調 査 を行 な った.調 査

中 も著 者 らが 巡 回 し,質 問 等 に応 対 した.各 調 査

員 は そ れ ぞ れ1m×1.5m～2m×3mの 観 察 区 を

設 定 し,そ の 中 の 開 花 植 物 全 て につ い て,訪 花 し

た 昆 虫 の 種 類 と頭 数,花 上 の行 動 を記 録 した.訪

花 昆 虫 の種 類 は 簡 易 にす る た め に,目 レベ ル(膜

翅 目 ・双 翅 目 ・鱗 翅 目 ・鞘 翅 目 ・半 翅 目 ・昆 虫 以

外 の節 足 動物)で 分類 した(捕 獲 は行 な わ ない).

た だ し,膜 翅 目 につ い て は マ ルハ ナバ チ 類 ・セ イ

ヨウ ミ ッバ チ ・ス ズ メ バ チ 類 ・小 型 ハ チ 類 ・ア リ

類 に 区 分 す る よ う に した(渡 辺 ほ か,2000).

訪 花 頭 数 は観 察 区 内 に入 っ て訪 花 行 動 を行 な っ て

区外 へ 出 る ま で を1頭 と した が,稀 に1頭 が 異 な

る 種 に訪 花 した 時 に は重 複 して 数 え た.観 察 区 に

よ って 対 象 植 物 の 種 数 や 花 数 は 異 な り,種 数 は2

～6種 で あ っ た .対 象 植 物 に つ い て は,観 察 区 内

の 花 序 数 を 数 え た(エ ゾ カ ンゾ ウの み 花 数).観

察 は9時30分 前 後 か ら10時30分 前 後 ま で の 約1

時 間 で,調 査 時 の天 候 は曇 りだ っ た.観 察 時 間 は

基 本 的 に60分 と し た が,約30分 で 場 所 を移 動 し

た ケー ス もあ っ た.観 察努 力 は種 に よっ て異 な り,

延 べ 観 察 時 間で は70～339分 だ っ た(表2).

2.花 の 形 態

花 の 色 ・形 ・向 き につ い て観 察 お よ び 図鑑 等 の

記 述 か ら分 類 した(表1).色 は 白色 ・黄 色 ・紫

色 ・青 色 ・赤 色 の5つ に,形 は 皿 型(花 弁 が 開 い

て い る)・ 浅 筒 型(花 の 基 部 が 筒 状 に な る が 浅

い)・ 深 筒 型 ・管 型(花 筒 が 細 長 い)・ 仕 掛 型

(距 ・花 弁 等 に よ っ て蜜 腺 が 隠 蔽 され て い る)の

5つ に,向 き は上 向 き ・上 ～横 向 き ・横 向 き ・横

～下 向 きの4つ に分 類 した .

3.分 析 の 方 法

各 植 物 の 訪 花 頻 度Vは,訪 花 頭 数 を観 察 時 間 と

観 察 花 数 の積 で 除 して1時 間 あ た り ・1花(序)

あ た りの訪 花 頭 数 と して求 め た.複 数 の 調 査 員 が

観 察 して い る場 合 は のべ 訪 花 頭 数Nを 各 人 の観 察

時 間Tiと 観 察 花(序)数niの 積 の 合 計 で 除 して

求 め た(次 式).

V=N/(T1×nl+T2×n2+…+Tn×nn)

さ ら に訪 花 昆 虫 タイ プ 別 に も訪 花 頻 度 を求 め た

上,各 植 物 に お け る 訪 花 昆 虫 タ イ プ の 優 占度 を求

め た.こ の結 果 に 基 づ い て 各 植 物 を分 類 した.ま

た,各 植物 の訪 花昆 虫 タイ プの 多様 度 を シャ ノ ン ・

ウ ィ ー ナ ー 関 数(Hう に よ っ て計 算 した.

結 果

1.対 象種 の 花 の 形 態

調査 したll種 の植物 の花 の形 態 は,皿 型 が4種,

深 筒 型 が1種,管 型 が2種,仕 掛 型 が3種,そ の

他 と して 花 弁 ・薯 片 の な い 植 物 が1種(ア キ カ ラ

マ ツ)だ っ た(表2).花 の 向 きは,上 向 きが3

種,上 ～横 向 きが2種,横 ～下 向 きが6種 だ った.

花 の 色 で は,黄 が4種(ア キ カ ラ マ ッ を含 む),

白が3種,紫 が4種 だ っ た.特 に 開 花 量 の多 か っ

た 種 は,エ ゾ ノ シ シ ウ ド ・チ シマ アザ ミ ・キ バ ナ

ノ カワ ラマ ツバ ・ヤ マ ブキ シ ョウマ の4種 だ った.

2.確 認 され た 訪 花 昆 虫 とそ の行 動

8タ イ プ,延 べ232頭 の 訪 花 昆 虫(ク モ 類1頭

を含 む)が 観 察 さ れ た.マ ル ハ ナ バ チ類 は エ ゾ オ
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表2.各 植 物 の 調 査 努 力 量

Table2.Observationeffortsforeachplantspecies .

調 査 員 延べ観察 延 べ観 察 Σ(時 間

(人)時 間(分)花(序)数 ×花)※1

墜ト.

植物

ア キカ ラマツ

ヤ マフキ シ ョウマ

クサフ ジ

シャジ クソウ

ナ ンテ ンハ ギ

オ オハ ナ ウ ド
エ ゾノシ シウ ド

キバナノカワラマツバ

コ ウゾ リナ

チ シマ アザ ミ

エゾ カンゾ ウ

2

4

2

1

2

3

4

4

6

7

3

130

191

90

70

114

180

210

200

294

339

170

2

3

6

9

4

4

5

2

1

0

6

1

3

2

1

6

5

1

7

4

4

1

12.0

27.9

23.0

222

44.4

4.6

14.2

81.2

25.5

36.8

10.0

※1:各 調 査員 が観 察 した時 間 と花数 の積 を合計 した値 。

オ マ ルハ ナ バ チ の 働 きバ チ が ほ とん どだ った が,

セ イ ヨ ウ オ オ マ ルハ ナバ チ の働 きバ チ が少 数 個 体

含 ま れ て い た.小 型 ハ チ類 は,コ ハ ナバ チ や ヒ メ

ハ ナバ チ の仲 間 と思 わ れ る個 体 が 多 く見 られ た .

以 上 の ハ チ類 は 花 蜜 お よ び花 粉 を採 取 して い た .

ア リ類 は花 蜜 を採 取 して い た.双 翅 目 はハ ナ ア ブ

や ハ エ の 仲 間 が 見 られ,そ の場 で花 蜜 や 花 粉 を採

餌 して い た.鱗 翅 目は い ず れ も小 型 の ガの 仲 間 で

チ ョ ウの 仲 間 は見 られ ず,花 の 上 で静 止 して い る

もの と花 蜜 を採 餌 して い る もの が い た.半 翅 目 は

ア カ ス ジ カ メ ム シ や サ シ ガ メ な どが 見 られ,静 止

して い る もの と セ リ科 の 若 い 果 実 か ら吸 汁 して い

る ものが い た.鞘 翅 目(甲 虫 類)は ハ ム シ が 多 く

観 察 さ れ た が,静 止 して い る もの が 多 く,葉 や 茎

に も見 られ た こ とか ら,特 に採 餌 を 目的 と して 訪

花 して い る わ け で は ない よ うに 見 え た.ク モ の仲

間(非 造 網 性)が チ シマ アザ ミ上 で 観 察 さ れ,エ

ゾ オ オマ ルハ ナ バ チの働 きバ チ を捕 食 して い た(写

真1).

3.花 の 形 態 と訪 花 昆 虫 タ イ プの 関 係

植 物 に よ って 訪 花 昆 虫相 に は大 き な違 い が あ っ

た(表3,4,図1).皿 型 の 花 で は双 翅 目 ・ア

リ類 が 特 に 多 く,甲 虫 類 ・カ メ ム シ ・小 型 ハ チ 類

も見 られ た.種 別 で は,エ ゾ ノ シ シウ ドにア リ類 ・

双翅 目 ・カメ ム シ類 が,オ オハ ナ ウ ドに双翅 目が,

キ バ ナ ノ カ ワ ラ マ ツバ に 甲虫 類 ・ア リ類 が,ヤ マ

ブ キ シ ョウ マ に ア リ類 ・小 型 ハ チ 類 ・双 翅 目 が そ

れ ぞ れ 多 か っ た.深 筒 型 の エ ゾ カ ンゾ ウの 花 で は

小 型 ハ チ 類 が 多 く,カ メム シ類 も見 られ た.管 型

の花 で は小 型 ハ チ 類 が 多 く,マ ルハ ナバ チ の 訪 花

も見 られた.種 別 で は コ ウ ゾ リナ に小 型 ハ チ 類 が,

ヒ
ヒ ド

ノ獅
,

,

写 真1.チ シ マ ア ザ ミで エ ゾ オ オ マ ル ハ ナ バ チ の

働 きバ チ を 捕 食 す る ク モ

Photo.1.Aspidercatchingaworkerofβo刑 伽8

乃アpocr〃 α5α〃oアoε η8∫30nαr5∫ 脚 んα〃π3c伽 ∫c""1.

チ シマ アザ ミにマ ルハ ナバ チ類 が多 く観察 され た.

仕 掛 型 の 花 で は小 型 ハ チ 類 が 多 か っ た.種 別 で は

ク サ フ ジ に小 型 ハ チ類 が 多 く,ナ ンテ ンハ ギ に小

型 ハ チ 類 ・双 翅 目が 多 くマ ル ハ ナバ チ も観 察 さ れ

たが,シ ャ ジ ク ソ ウ で は ア リ類 ・カ メ ム シが1頭

ず つ 観 察 され た だ け だ っ た.花 弁 ・薯 片 の な い ア

キ カ ラ マ ツ で は カ メ ム シ類 と甲 虫 類 が 見 られ た だ

け だ っ た.

花 の 向 きで は,上 向 き の花 に は 双 翅 目 ・甲 虫類

が 多 か っ た.横 ～ 下 向 きの 花 に は マ ル ハ ナバ チ が

多 く,双 翅 目 ・鱗 翅 目は 少 なか っ た.

花 の 色 で は,紫 に マ ル ハ ナバ チ が 多 く,白 に双

翅 目が 多 か っ た が,そ れ 以 外 に は 明 瞭 な 関 係 が な

か っ た.

考 察

1.観 察 され た 花 と訪 花 昆 虫 の特 徴

調 査 した の は1日 の み で あ った が,狭 い場 所 な

が らll種 の 植 物 が 同時 に花 を咲 か せ て い た.花 の

形 ・大 き さ ・色 の い ず れ も多様 で,大 き さを例 に

とる と,も っ と も大 きい エ ゾ カ ンゾ ウは3～4cm ,

も っ と も小 さ い ヤ マ ブ キ シ ョ ウマ で は1～2mm

で あ る.

訪 花 昆 虫(ク モ 類 を含 む)は8タ イ プ が 観 察 され

た.マ ル ハ ナ バ チ 類 は学 習 能 力 が 高 く同種 の花 を
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表3.各 植 物 上 で 観 察 さ れ た 訪 花 者 の 個 体 数 と 訪 花 頻 度

Table3.Thenumbers(a)andvisitationrates(b)ofinsectsvisitingeachfloweringplant.

a)頭 数

植 物
マル ハナ 小 型

バ チ類 ハ チ類 ア リ類 双翅 目 鱗翅目 シ類
カ メ ム

甲虫類 クモ類

アキ カラマ ツ

ヤマ ブキ ショウマ

クサ フジ

シ ャジク ソウ

ナ ンテンハ ギ

オオハ ナ ウ ド

エ ゾノ シシウ ド

キバ ナ ノカワラマ ツバ

コウゾ リナ

チ シマアザ ミ

エ ゾカ ンゾウ

1

4

11

7
'

7
」

7

2

6

5

3

司
■
1

」1

ー

19

1

1

3

1

29

5

1

6

'1

6

22

11

1

1

1

4ー

(∠

1

1

11

」
l
l

」
■
■

9

」l

Q
り

2

3

1

10

1

1 1

利用 して いた植物 の種 数377

b)訪 花頻度(訪 花 を受 け た花(序)数/1時 間/1花(序))

8 4 6 6 1

植 物
マルハ ナ 小 型

バチ類 ハ チ類
ア リ類 双翅 目 鱗翅目 シ類

カ メ ム
甲虫類 クモ類

ア キカ ラマツ

ヤ マ ブキシ ョウマ

クサ フジ

シ ャジクソ ウ

ナ ンテ ンハギ

オオハナ ウ ド

エゾ ノシ シウ ド

キバナ ノカ ワラマ ツバ

コ ウソ リナ

チ シマアザ ミ

エ ゾカン ゾウ

0.04

0.18

0.35

0.25

0.30

0.34

0.21

0.94

0.14

1.30

0.68

0,04

0。05

0.07

0.22

2.05

0.06

0.03

(∠

4
.

(∠

0

∩
)

∩
)

0.14

5.02

0.78

0.01

0.04

0.03

」4

Q
)

0

∩
)

∩
)

0

0.65

0.04

0.92

4
.

(∠

0

(」

∩
)

∩
)

0.64

Q
り

∩
)

∩
)

3

∩
)

∩
)

0.17

0。65

0.07

0.12

0.04

0.03 0.03

連 続 して訪 花 す る こ とや,長 い 毛 に花 粉 が 着 きや

す い こ と な どか ら,送 粉 者 と して 優 れ て い る とい

わ れ る(Beattieeta1.,1973;Thomsonetal.,

1982;Schemske&Horvitz,1984).し か し、 コ

ロ ニ ー の維 持 の た め 効 率 的 に採 餌 しな け れ ば な ら

な い の で,蜜 が 多 い 花 か花 粉 の 質 が 高 い花 を厳 し

く選 ん で 訪 花 す る(ハ イ ン リ ッチ,1991).訪

花 性 の小 型 ハ チ 類 に は非 常 に多 くの 種 が 含 まれ,

利 用 す る 植 物 も多 様 で あ る(杉 浦,1999).送

粉 に 貢 献 す る場 合 も多 い と考 え られ る が,体 サ イ

ズ に 合 わ ない 大 きな花 で は 盗 蜜 や盗 粉 と な る(表

6参 照).ア リ類 は 一 般 に送 粉 に は 貢 献 せ ず に蜜

を盗 ん で い る.鱗 翅 目の ガ に は チ ョ ウ と同 様 に訪

花 性 で 長 い 口吻 を持 つ もの もい る が,長 い 口吻 に

よ る採 餌 は盗 蜜 に な りや す い.今 回 観 察 さ れ た ガ

は 小 型(約2cm)で,あ ま り活 動 的 で は な く,

送 粉 して い る か ど うか は疑 問 で あ る.ハ ナ ア ブ 類

は学 習 能 力 が低 く植 物 個 体 間 の 移 動 も・少 な い が,

一 般 に個 体 数 が 多 い た め送 粉 者 と して重 要 で あ る

(加 藤,1993).カ メ ム シ 類 ・甲 虫 類 ・ク モ 類

は 花 を生 活 場 所 と して 利 用 す る こ とは あ るが,例

外 を除 い て送 粉 とな る こ とは稀 で あ る と考 え られ

る.

2.花 の形 態 と訪 花 昆 虫 相 の 関連

調 査 した植 物 に は1種 当 た り2～8種 類 の 訪 花

昆 虫 が 確 認 され た.こ れ らの 結 果 を元 に,調 査 し

た11種 の 植 物 を以 下 の4つ に分 類 した(図1を 参

照).(!)マ ルハ ナバ チ 類,(2)小 型 ハ チ類,

(3)双 翅 目が そ れ ぞ れ よ く訪 花 して い た グル ー

プ,(4)そ の いず れ で も ない グ ル ー プ で あ る.

(1)に は下 向 きに 咲 くチ シ マ ア ザ ミ と仕 掛 型 の

ナ ンテ ンハ ギ,(2)に はエ ゾ カ ンゾ ウ ・クサ フ

ジ ・コ ウゾ リナ,(3)に は皿 型 の オ オハ ナ ウ ド ・

エ ゾ ノ シ シ ウ ド ・ヤ マ ブ キ シ ョウ マ,(4)に は

シ ャ ジ ク ソ ウ ・ア キ カ ラマ ッ ・キ バ ナ ノ カ ワ ラ マ

ツバ が そ れ ぞ れ 該 当 した.(1)と(3)は,従

来 の 「送 粉 シ ン ドロー ム 論 」(河 野 ・井.ヒ1993)

と一 致 す る が,(2)と(4)で は 予 想 とや や 異

な る結 果 が 出 た.
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チシマアザミ

ナンテンハギ

エゾカンゾウ

クサフジ

コウゾリナ

シャジクソウ

アキカラマツ

キバナノカワラマツバ

ヤマブキショウマ

エゾノシシウド

オオハナウド

■ ■ ●
o■

伽 層 ●■ 巳

0 0.2 0.4 0.6

訪花頻度の割合

0.8 1

■マルハナバチ類

日小型ハチ類

團アリ類

ロ双翅 目

田鱗翅 目

■鞘翅 目

国カメムシ類

日クモ類

図1.各 植 物 に お け る 訪 花 昆 虫 タ イ プ 別 の 優 占 率

Fig.1.Dominancerateofeachfloralvisitoroneachplant.

表4.花 の 形 ご と の 訪 花 昆 虫 の 訪 花 頻 度

Table4.Visitationratesofinsectsvisitingeachflowertype.

花の形
マル ハナ

バ チ類

小 型

ハ チ類
ア リ類 双翅 目 鱗翅目

カメム

シ類
甲虫類 クモ類

管型

深筒型

皿型

仕掛型

その他

0.30

0.04

0.09

0.76

1.30

0.39

0.46

0.03

3.01

0.16

0.07

5.80

0.18

0.04

0.25

0.09

0.03

0.30

0.64

0.09

0.92

0.07

0.85

0.17

0.03

表5.訪 花 調 査 の 結 果 の 概 要

Table5.Summaryoftheresult.

植物 虫昆花訪

類種の

訪花昆虫

の個体数

訪花頻 度

※1

訪花昆虫の

多様度※2

ア キカ ラマツ

ヤ マ ブキ シ ョウマ

クサ フジ

シ ャジクソ ウ

ナ ンテ ンハ ギ

オオハナ ウ ド

ェ ゾ ノシシ ウ ド

キバ ナ ノカワ ラマツバ

コウゾ リナ

チシマア ザ ミ

エゾカ ンゾ ウ

2

5

5

2

4

4

5

3

4

7

2

13

34

12

2

20

27

52

16

栂

21

16

1

2

5

1

5

9

7

2

7

6

6

1

1

0

0

0

5

3

0

0

0

1

0.43

1.16

1.23

0.69

1.34

0.66

1.16

0.83

0.61

1.41

0.48

※1訪 花昆 虫の個体 数 を表2の ※1の 値 で除 した値 。

※2多 様 度 の計算方 法 は分 析方法 を参照 の こ と。
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表6.訪 花 昆 虫 の 分 類(加 藤1993を 参 考 に 作 成).

Table6.Assortmentoffloralvisitors.

分類 行動 今回の例

送粉者

盗蜜者※1

穿孔盗蜜者

窃盗盗蜜者

盗粉者

捕食者

旅行者※2

蜜 や花粉 を採 りなが ら送粉 を行 な う

送粉 せずに蜜 を採餌 する

あごで花 に穴 をあける

小 さな体 で潜 り込 むか口吻 を挿 し込 む

送粉 せずに花粉 を採餌 する

訪花者 を捕食 する

たまたま通 りかかって訪花 する

マルハナバチ類 ・小型ハチ類 ・双翅 目

(エゾオオマルハナバチ)※3

ア リ類 ・小型ハチ類 ・チ ョウ類

小型 ハチ類 ※4

クモ類 ・サ シガメ

ハム シ類 ・カ メム シ類

-
-
(∠

(」

4

※

※

※

※

これ以外に穿孔 された孔 を利用 する もの を借孔盗蜜者(二 次盗蜜者)と い うことがある。

travelersの訳語。

今回観 察 した植物 では盗 蜜の痕跡 は見 られなかった。

花に比べて体が小 さいので菊 と柱頭 に同時に触 れるこ とがない。

予 想 で は,エ ゾ カ ン ゾ ウ は花 筒 部 の 長 さか ら長 舌

型 とい わ れ る エ ゾ トラマ ルハ ナ バ チ が 訪 花 し,ク

サ フ ジは1999年 の調 査(札 幌 ・美 幌)で 多数 の(ニ

セ)ハ イ イ ロ マ ル ハ ナ バ チ を確 認 して い る(渡 辺

ほ か,2000)こ と か ら 同様 の 結 果 に な る と思 わ

れ た.こ れ に つ い て は,マ ルハ ナ バ チ の 個 体 数 が

ま だ 多 くな い 時 期 だ っ た こ と(2000年 春 は 全 道

各 地 で 越 冬 女 王 バ チ が 例 年 と比 べ て か な り少 な い

とい う印 象 を受 け た),観 察 時 間 が 十 分 で は な か

っ た こ と,狭 い範 囲 に大 勢 の調 査 員 が 集 中 した た

め にマ ルハ ナバ チ が 警 戒 して近 づ か なか っ た こ と

な どが 考 え られ る.ま た,一 般 に 管 型 の 花 に は チ

ョ ウ の 訪 花 が 多 い が(渡 辺 ほ か,2000),今 回

は 全 く確 認 され な か った.こ れ は 季 節 的 な こ とや

当 日の 天 候(曇 りで 気 温 が や や低 か っ た)に も影

響 され た と考 え られ る.

お わ りに

1.セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ につ い て

今 回 の 観 察 中,チ シマ アザ ミの頭 花 に セ イ ヨウ

オ オ マ ル ハ ナバ チ の働 きバ チ が訪 花 して い る の を

確 認 した.観 察 を行 な っ た オ ロ ン コ岩 近 くのハ マ

ナ ス(植 栽)に は か な り多 数 の働 きバ チ が 訪 花 し

て い た こ と か ら,付 近 で 営 巣 して い る こ と は疑 い

な い と思 わ れ た(1個 体 を 捕 獲 し標 本 に して い

る).導 入 昆 虫 で あ る本 種 の帰 化 は す で に道 内 各

地 で 記 録 さ れ て い る が(鷲 谷 ・松 村,1998),

知床 半 島 の 中央 部 に お い て も帰 化 が 見 られ た こ と

は 驚 きで あ る.そ れ と と もに,今 後 原 生 的 な 自然

環境 が 残 さ れ た地 域 へ の 分 布 拡 大 も予 想 さ れ る.

本 種 は 在 来 種 の 蜜資 源 を奪 う だ け で な く,エ ゾ オ

オ マ ル ハ ナ バ チ との種 間 雑 種 を作 る こ とが 知 られ

て お り,遺 伝 子 汚 染 の 広 が りが 危惧 され る(鷲 谷

1まフう、,1997).

2.自 然 教 育 と して の 調 査 の 意 義

今 回 と 同様 、市 民 参 加 ス タ イ ル の訪 花 昆 虫 調 査

は 上 士 幌 町 や 滝 川市 にお い て も行 な っ て きた(丹

羽,1999;渡 辺 ほ か,2000).昆 虫 の 分 類 を必

要 最 小 限 にす る こ とで,経 験 が な くて も調 査 の実

施 は 可 能 とな る.こ う した調 査 は 不 足 して い る 地

域 の 自然 誌 情 報 の 収 集 手 段 に な る だ け で な く,事

前 ・事 後 に レ クチ ャー を行 な え ば 参 加 者 に対 す る

自然 教 育 と して も有 効 で あ る.花 と訪 花 昆 虫 の 共

生 関 係 は よ く知 られ て い るが,実 際 に野 外 で体 験

す る こ とで 理 解 を深 め る こ とが で きる だ ろ う.
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Summary

Relationbetweenfloralmorphologiesandvisitorsincoastal

plantsinShiretokoPeninsula,Hokkaido.
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Weinvestigatedfl・ralvisit・rs・nfl・wers・fllplantspeciesinShiret・k・Peninsula
,H・kkaid・,withrespect

tofloralmorphologies.Inourobservation,insectswererecordedasbumblebees
,wasps,ants,other

hymen・pteran(smallbees)・dipteran,lepid・pteran ,c・le・pteranand・therarthr・P・ds(e.9.spiders).

Thereweremorethanonevisitorcategoryontheflowersofallplantspecies .Asawhole,ants,smallbees,

anddipteranwerepred・minantinthenumbers・findividuals
,whilen・wasps,afewlepid・pteran,and・ne

arthropodwereobserved.Ondish-shapedflowers,suchasUmbelliferae
,manydipteranwerefound.Onthin

tube-shapedfl・wers・suchasAsteraceae・manysmallbeesweref・und .Theseresultsarec・nsistent・fmany

previ・usstudies・Onlargetube-shapedfl・wers,召8耀7・cα 〃∫5ε ∫c〃1θ班 α,against・urexpectati・n
,n・t

bumblebeesbutsmallbeeswere・bserved・Similarly ,・nbutterfly-shapedfl・wers,Legumin・sae,asmall

number・fbumblebeesandmanysmallbeeswere・bserved .Theseresultsaren・tc・nsistent・fprevi・us

studies・Asreas・ns・fewbumblebeesmightbeinthearea・rmightn・tapPearbychancebecause。f

insufficientobservationtime.

Inthis・bservati・n・severalw・rkers・fβ ・励 観 θ脚5瓶whichwereartificiallyintr・ducedfr・mEur・pef・r

agriculture,werefoundwithdomesticβo加 伽5species.
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